






要約:平成 9年 9月から平成 10 年 1 月に福井市保健センターでの 3歳児健診を受診した小

児のうち、保護者の同意を得られた者を対象に Wilson 病マススクリーニングを行った。

自己血糖測定用穿刺器具を用いて指先を穿刺して濾紙血を採取したが、大半の児は協力的

で、スムーズに検査が施行できた。スクリーニング受検者数は、791 名で、受検率 75.1%

であった。濾紙血ホロセルロプラスミン濃度は、16.2±3.8mg/dl であった。カットオフ

値は 8mg/dl に設定し、 2 名(0.25%)に再採血を行った。そのうち、 1 名については更に

精査を行い、血清総セルロプラスミン、血清銅の軽度低下を認め、現在、遺伝子解析中で

ある。人員・予算の確保、カットオフ値の設定、確定診断などの検討すべき点はあるが、

Wilson 病マススクリーニングは、3歳児健診を利用して充分に実施可能であると考えられ

た。


